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十
一
月
広
報
に
続
い
て
、
森
の
文
化
博
物

館
の
案
内
を
し
ま
す
。
前
号
で
は
〝
森
の
祭

り
コ
ー
ナ
ー
〞
で
し
た
が
、
今
回
は
春
日
地

域
の
人
々
が
自
然
を
生
か
し
、
自
然
と
共
に

生
き
た
証
を
紹
介
し
ま
す
。

●
薬
草
の
森
の
コ
ー
ナ
ー

　

伊
吹
山
麓
に
位
置
す
る
古
屋
、
笹
又
地
区

で
は
質
の
良
い
薬
草
が
採
取
で
き
、
各
戸
で

加
工
さ
れ
た
百
草
や
甘
茶
、
そ
の
他
の
薬
草

を
村
外
に
売
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

薬
草
の
採
取
方
法
や
加
工
の
様
子
を
撮
影

し
た
写
真
パ
ネ
ル
や
薬
草
植
物
写
真
な
ど
で

薬
草
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

薬
草
の
仲
買
人
小
寺
甚
五
郎
は
秋
に
な
る

と
、
各
戸
で
加
工
し
た
薬
草
を
買
い
う
け
、

運
搬
人
が
「
セ
タ
」
で
背
負
っ
て
峠
を
越
え

た
の
で
す
。
館
内
に
は
仲
買
人
が
記
入
し
た

「
買
入
帳
」・「
売
上
帳
」
が
展
示
し
て
あ
り
、

彦
根
・
長
浜
・
尾
張
方
面
に
行
商
に
出
か
け

た
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昭
和
初
期
の
世
界
経
済
恐
慌
の
中
で
春
日

地
域
の
主
な
収
入
源
は
木
炭
、
繭
、
お
茶
で

し
た
が
暴
落
し
、
村
民
は
窮
乏
し
ま
し
た
が

当
時
の
村
長
駒
月
巌
氏
は
伊
吹
薬
草
組
合
を

設
立
し
、
薬
草
生
産
の
振
興
と
販
路
拡
大
に

尽
力
さ
れ
た
姿
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
炭
焼
の
森
コ
ー
ナ
ー

　

博
物
館
内
に
炭
焼
竈
と
炭
焼
職
人
の
居
住

小
屋
が
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
炭

焼
竈
は
博
物
館
建
設
に
合
わ
せ
実
際
に
使
え

る
竈
が
設
営
さ
れ
、
炭
焼
職
人
の
住
居
小
屋

も
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

　

炭
焼
職
人
の
居
住
小
屋
は
、
風
雨
を
し
の

ぎ
寝
食
と
炭
俵
詰
め
作
業
な
ど
が
可
能
な
広

さ
で
、
丸
太
材
と
萱
で
覆
っ
た
小
屋
で
す
。

　

木
炭
原
木
伐
採
の
刃
物
類
や
木
炭
原
木
と

木
炭
の
標
本
が
展
示
さ
れ
、
原
木
を
運
び
出

す
木
馬
や
炭
俵
詰
め
に
必
要
な
用
具
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
「
森
の
文
化
博
物
館
」
は
森

と
暮
ら
す
人
々
の
歴
史
と
叡
智
を
体
感
で
き

る
博
物
館
で
す
。
ぜ
ひ
、お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

【
森
の
音
楽
会
】

　

―

フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
の
演
奏―

■
日
時　
平
成
十
七
年
十
二
月
三
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
一
時
三
〇
分
〜
三
時

■
会
場　
揖
斐
川
町
春
日
振
興
事
務
所
内

　
　
　
　

五
階
大
ホ
ー
ル

・
演
奏
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ラ
ル
ゴ

　

指
揮
者　

戸
本
敏
明
さ
ん

　

・
岐
阜
県
交
響
楽
団
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
奏
者

　

・
岐
響
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
指
揮
者

　
「
揖
斐
川
町
の
祭
り
・
踊
り
調
査
事
業
」

平
成
十
七
年
度
中
間
報
告
会
お
よ
び
講
演
会

（
町
教
育
委
員
会
主
催
）
が
、
去
る
十
一
月

三
日
、谷
汲
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
間
報
告
会
で
は
、
事
業
の
調
査
結
果
に

基
づ
き
、
揖
斐
・
久
瀬
・
藤
橋
地
区
で
行
わ

れ
て
い
る
伝
統
の
祭
り
や
新
し
い
祭
り
を
例

に
挙
げ
な
が
ら
、
そ
の
変
遷
や
地
域
の
人
々

の
関
わ
り
方
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
マ
ツ
リ
文
化
を
考
え
る
」
と

題
し
て
、
京
都
産
業
大
学
教
授　

所
功
先
生

（
小
島
在
住
）
に
よ
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

文
化
を
支
え
て
い
く
の
は
、
地
域
の
わ
た
し

た
ち
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
、
中
間
報
告

会
と
先
生
ご
自
身
の
経
験
や
学
識
を
織
り
交

ぜ
な
が
ら
、
大
変
分
か
り
や
す
く
興
味
深
く

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
来
年
度
も
事
業
を
継
続
し
、
そ
の

成
果
を
「
郷
土
読
本
」
と
し
て
出
版
し
て
ふ

る
さ
と
の
教
育
に
活
用
し
ま
す
。
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